
広報あんじょう 2012.1１.1 迦

２
日
掌（
面
接
・
作
文
）

●
申
し
込
み
　
事
前
に
実
施
要
項

を
確
認
し
、
　
月
９
日
晶
～
　
日

１１

１９

捷
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌

を
除
く
）に
、
申
込
書
な
ど
を
持

参
か
郵
送（
必
着
）で
人
事
課（
〒

　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

４４６※
実
施
要
項
・
申
込
書
は
、
同
課・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■
臨
時
職
員（
緊
急
雇
用
対
策
）

●
業
務
／
雇
用
予
定
人
数
／
賃
金

　
下
表
の
と
お
り

●
勤
務
日
時
　
　
月
１
日
松
～
来

１２

年
３
月
　
日
掌
の
捷
～
晶
午
前
８

３１

時
　
分
～
午
後
５
時

３０
※
資
源
ご
み
回
収
・
場
内
整
理
業

務
の
み
抄
も
あ
り
。

●
対
象
　
　
月
１
日
昭
以
前
か
ら

１１

市
内
に
居
住
し
、
今
後
も
継
続
的

に
就
職
活
動
を
し
、
日
本
語
で
の

日
常
会
話
が
で
き
、
次
の
①
②
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
　
年
　
月
１
日
以
降
に
解

１９

１０

雇
や
継
続
雇
用
中
止
で
離
職
し
た

②
平
成
　
年
３
月
末
以
降
に
、
高

２０

等
学
校
、
各
種
専
修
・
専
門
学

校
、
大
学
、
短
大
な
ど
を
卒
業

し
、
本
年
　
月
１
日
現
在
就
職

１１

し
て
い
な
い

■
来
年
４
月
採
用
任
期
付
職
員

●
職
種
／
採
用
予
定
人
数
／
対
象

生
年
月
日
　
左
表
の
と
お
り

●
対
象
　
事
務
職
、
事
務
職
Ａ
・

Ｂ
止
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文

書
作
成
・
表
計
算
）が
で
き
る
人

保
育
士
・
教
諭
職
止
保
育
士
資
格・

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
ち
、
実
務

経
験
が
あ
る
人
　

専
門
職
止
博
物

館
学
芸
員
資
格
を
持
ち
、
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
の
経
験
が
あ
る
人

●
試
験
日
　
　
月
１
日
松
ま
た
は

１２

●
必
要
書
類
　
申
込
書
ま
た
は
市

販
の
履
歴
書
、
住
民
票
と
、
①
は

離
職
票
や
解
雇
通
知
な
ど
離
職
が

証
明
で
き
る
書
類
、
②
は
卒
業
証

明
書

※
申
込
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
試
験
日
　
　
月
　
日
昇（
面
接
）

１１

２０

●
そ
の
他
　
失
業
手
当
受
給
者
な

ど
は
、
今
回
賃
金
の
受
け
取
り
で

受
給
額
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
捷
～
　

１１

１２

１６

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

必
要
書
類
を
本
人
が
直
接
人
事
課

へ

■問 
▼
人
事
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
３
）

７１

　
市
内
中
学
１
年
生
か
ら
１
３
５

０
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
カ
ッ
コ
内

は
中
学
校
名
）　
　
　〈
敬
称
略
〉

●
特
選
　
服
部
 里
  央
 （安
城
南
）、

り
 
お

 肆
  矢
  桃
 

よ
つ
 や
 も
も

 菜
 （同
）、加
藤
 優
  奈
 （安
城

な
 

ゆ
う
 な

西
）

●
入
選
　
岩
間
 律
  希
 （安
城
南
）、

り
つ
 
き

関
冨
 彩
  乃
 （同
）、富
田
 奈
  那
  子
 （同
）、

あ
や
 の
 

な
 
な
 
こ

佐
藤
 琴
  美
 （同
）、村
瀬
 千
  瑛
 （同
）、

こ
と
 み
 

ち
 あ
き

澤
田
 里
  織
  人
 （明
祥
）、澤
田
 歩
  美
 

り
 
お
 
と
 

あ
ゆ
 
み

（
同
）、稲
垣
み
な
み（
安
城
北
）、石

川
 玲
  奈
 （同
）、岩
間
 奈
  津
  子
 （安
城

れ
 
な
 

な
 
つ
 
こ

西
）、近
藤
 礼
  奈
 （同
）、石
川
 亜
  美
 

あ
や
 
な
 

あ
 
み

（
桜
井
）、池
田
 汐
  里
 （同
）、塚
下
 二
 

し
お
 り
 

に

 千
  菜
 （同
）、 神
  藤
  舞
  衣
 （東
山
）、鈴

ち
 
な
 

じ
ん
 ど
う
 ま
 
い

木
 彩
  文
 （同
）、鳥
羽
 慶
  美
 （篠
目
）

さ
 あ
や
 

よ
し
 み

●
佳
作
　
鈴
木
 廉
 （安
城
南
）、太

れ
ん

田
 実
  希
 （同
）、木
村
 朱
  里
 （明
祥
）、

み
 
き
 

あ
か
 り

高
木
 早
  紀
 （同
）、岩
月
 唯
  佳
 （安
城

さ
 
き
 

ゆ
い
 か

北
）、廣
瀬
 千
  大
 （安
城
西
）、山
村

ち
 
ひ
ろ

 修
 
し
ゅ
う

 平
 （同
）、都
築
 千
  紘
 （同
）、岩
井

へ
い
 

ち
 ひ
ろ

 咲
  樹
 （同
）、杉
浦
 康
  矢
 （桜
井
）、長

さ
 
き
 

み
ち
 や

谷
川
 礼
  博
 （同
）、杉
浦
 拓
  実
 （同
）、

の
り
 ひ
ろ
 

た
く
 み

大
屋
 遥
 （同
）、鈴
木

は
る
か

 遥
  加
 （東
山
）、

は
る
 か

森
本
 留
  加
 （同
）、小
嶋

る
 
か

 真
  理
  子
 （安

ま
 
り
 
こ

祥
）、鍵
山
 萌
  佳
 （篠
目
）、西
久
保

も
え
 
か

 匠
 
し
ょ
う

 吾
 （同
）、村
瀬
 萌
  々
  香
 （同
）、松

ご
 

も
 
も
 
か

尾
 菜
  々
  美
 （同
）

な
 
な
 
み

■
入
賞
作
品
の
展
示

●
と
き
／
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り

●
展
示
作
品
　

南
部
・
二
本
木
・

西
部
・
作
野
公
民
館
止
明
祥
・
安

城
西
・
篠
目
中
　

中
部
・
北
部
・

東
部
公
民
館
止
安
城
北
・
東
山
中

安
祥
・
昭
林
・
桜
井
公
民
館
止
安

城
南
・
桜
井
・
安
祥
中
　

文
化
セ

ン
タ
ー
止
全
中
学
校

■問 
▼
行
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１

任
期
付
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞

作
品
を
決
定

服服部さんの作服部さんの作品品

対象生年月日採用予定人数職種
昭和３７年４月２日～
昭和５７年４月１日５人程度事務職

昭和３０年４月２日～
昭和５７年４月１日１５人程度保育士・教諭職

昭和５７年４月２日以降１人程度専門職（埋蔵文化財発掘調査員）

昭和３０年４月２日～
昭和６２年４月１日若干名

事務職Ａ（１日６時間・週５
日間勤務）
事務職Ｂ（１日７時間４５分・
週４日間勤務）

賃金
（時給）

雇用予
定人数業務

１２４０円７人資源ごみ回収、
場内整理など

１０００円５人明治緑道パト
ロール清掃など

１０００円４人道路補修・舗装、
側溝清掃など

ところとき
南部公民館１１月２日晶～７日昌

中部公民館１１月２日晶～８日昭

二本木・北部・
安祥公民館１１月９日晶～１５日昭

西部・東部・昭
林公民館１１月１６日晶～２１日昌

作野・桜井公民館１１月２２日昭～２９日昭

文化センター１１月３０日晶～１２月６
日昭

加藤さんの作加藤さんの作品品

肆矢さんの作さんの作品品
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■
　
月
９
日
晶
は
　
番
の
日

１１

１１９

　
通
報
時
に
は
、
住
所（
近
く
の

目
標
物
、
建
物
の
階
数
）、通
報
者

の
氏
名
・
電
話
番
号
に
加
え
、
次

の
点
に
注
意
し
て
、
落
ち
着
い
て

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
　
傷
病
者
の
意
識
・
呼
吸

の
有
無
、
年
齢
、
性
別
、
持
病
、

か
か
り
つ
け
医

●
火
災
　
燃
え
て
い
る
も
の
、
逃

げ
遅
れ
た
人
や
け
が
人
の
有
無

■
救
急
車
以
外
の
緊
急
医
療
体
制

●
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
　
症

状
に
応
じ
た
最
寄
り
の
医
療
機
関

を
　
時
間
体
制
で
紹
介
　

電
話
番

２４
号
止
緯〈
　
〉１
１
３
３
　

３６

●
あ
い
ち
救
急
医
療
ガ
イ
ド
　

Ｕ

Ｒ
Ｌ
止http://w

w
w
.qq.pref

.aichi.jp/

●
小
児
救
急
電
話
相
談
　
毎
日
午

後
７
時
～
　
時
に
、
看
護
師
ま
た

１１

は
小
児
科
医
が
対
応
し
ま
す
　

電

話
番
号
止
緯
＃
８
０
０
０
ま
た
は

緯
　〈
　
〉９
９
０
０

０５２
９６２

■
　
月
９
日
晶
～
　
日
昭
は
秋
季

１１

１５

火
災
予
防
運
動

　
秋
か
ら
冬
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
。
次
の
こ
と
に
心
が

け
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
止
消
す
ま
で
は
　
出

な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い

●
７
つ
の
住
宅
防
火
ポ
イ
ン
ト
　

３
つ
の
習
慣
止
寝
た
ば
こ
は
や
め

る
・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
し
て
使
用
・
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る
際
は
火
を
消

す
　

４
つ
の
対
策
止
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
・
防
炎
製
品
を
使

用
・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置・

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
統
計
で
は
、
未
設
置
の
住
宅
に

比
べ
、
設
置
済
み
の
住
宅
で
は
火

災
死
者
数
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
有
料
回
収

　
老
朽
化
や
サ
ビ
・
変
形
な
ど
が

あ
る
も
の
は
危
険
で
す
。
消
火
器

　
型
で
１
本
約
１
５
０
０
円
で
す
。

１０●
と
き
　
　
月
　
日
昌
午
前
　
時

１１

１４

１０

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
安
城
消
防
署

■問 
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

予
防
課

（
緯〈
　
〉０
１
３
６
）

６３

　
南
吉
は
、
昭
和
　
年
４
月
か

１３

ら
、
安
城
高
等
女
学
校
の
教
師

に
な
り
ま
し
た
。
赴
任
当
初
は

自
宅
の
あ
る
半
田
か
ら
電
車
通

勤
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
　
年
１

１４

月
　
日
、
校
長
先
生
か
ら「
職

２５
員
は
学
校
の
付
近
に
居
住
す
べ

し
」と
い
う
通
達
が
あ
り
、
南

吉
は
安
城
に
住
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
３
カ
月

ほ
ど
住
ま
い
を
探
し
、
安
城
町

出
郷（
今
の
新
田
町
）に
あ
っ
た

大
見
坂
四
郎
家
の
門
長
屋
の
一

室
を
下
宿
先
に
選
び
ま
し
た
。

部
屋
は
八
畳
一
間
で
、
南
側
に

大
き
な
窓
が
あ
り
ま
し
た
。
南

吉
は
そ
の
窓
際
に
机
を
置
き
、

創
作
活
動
に
精
を
出
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
下
宿
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

安
城
駅
前
の「
川
本
」で
ご
飯
を

食
べ
た
り
、
学
校
に
あ
る
宿
直

用
の
風
呂
で
入
浴
を
済
ま
せ
た

り
、
洗
濯
物
を
半
田
の
実
家
に

持
ち
帰
っ
た
り
と
い
う
記
録
が

あ
る
の
で
、
あ
ま
り「
生
活
の

場
」と
し
て
は
使
っ
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
給

料
が
出
て
、
２
円
　
銭
の
下
宿

９０

代
を
払
っ
た
時
に「
あ
な
た
は

電
燈
を
お
使
ひ
な
さ
ら
ん
か
ら
」

と
、
　
銭
返
っ
て
き
た
と
い
う

４０

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
く
ら
い
で

す
か
ら
。

　
た
だ
、
こ
の
下
宿
へ
は
、
生

徒
や
そ
の
家
族
が
た
び
た
び
訪

れ
て
お
り
、
花
や
卵
を
届
け
て

く
れ
た
こ
と
や
、
部
屋
の
掃
除

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど

が
、
南
吉
の
日
記
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
部
屋
は
、
南
吉

に
と
っ
て
安
城
の
人
た
ち
と
の

交
流
の
場
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
下
宿
は
、
今
も
新
田
町

に
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い

ま
す
。
個
人
所
有
の
住
宅
で
す

の
で
、
室
内
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
安
城
唯
一
の

「
南
吉
が
住
ん
だ
場
所
」で
あ
る

大
切
な
建
物
で
す
。

衣
浦
東
部
広
域
連
合
か
ら
の
お
知

ら
せ

南南吉の下宿南吉の下宿先先（現在）（現在）


